
 

 

メディア向け取材案内状                                      鳥取県広報課   

    2025 年 7 月吉日 

 

【ご取材案内】 

万博で生まれた“砂”の友好同盟「サンド・アライアンス」を契機に商品化 

両国の“砂”を使ったコラボ珈琲が東京・新橋に初上陸 

「鳥取・ヨルダン砂同盟フェア」発表会 
鳥取県平井知事やヨルダン館シファ政府代表代行も登壇、“砂焼きコーヒー”の実演も 

日時：2025（令和 7）年 8 月 7 日（木）14：30～15：00（受付 14:00～） 

場所：とっとり・おかやま新橋館 2F 催事スペース 

（東京都港区新橋 1-11-7 新橋センタープレイス）  
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鳥取県は、大阪・関西万博の「関西パビリオン」の１区画に鳥取県の代表的な観光資源である「鳥取砂丘」の砂を

敷き詰め再現した「鳥取無限砂丘」など様々な要素を詰め込んだ「鳥取県ゾーン」を出展しているほか、「砂」を共

通のモチーフとするヨルダン館やサウジアラビア王国館などと一緒に８つのパビリオンで、国境を越えて砂でつなが

る出展地域間連合「サンド・アライアンス」を結成するなど、万博を通じて国内外への発信を強めています。 

 

この「サンド・アライアンス」を象徴する交流のひとつとして誕生したのが、「SAND ALLIANCE COFFEE（サン

ド・アライアンス珈琲）」です。本商品は、最初の同盟国であるヨルダンの「ワディ・ラム」砂漠の砂と鳥取県の砂

を使って焙煎したコラボレーション珈琲で、平井知事による「スタバはないけど、スナバはある」という発言をきっ

かけに生まれた鳥取県で愛されているご当地コーヒーチェーン「すなば珈琲」が開発しました。ヨルダンの世界遺産

「ワディ・ラム」の赤い砂で焙煎した豆は、焙煎時間を短く仕上げることで香ばしさが際立ち、ほんのり赤みを帯び

た独特の風味に仕上がり、さらに鳥取砂丘の砂で焙煎した豆を絶妙な割合でブレンドすることで、まさに“砂の同盟

（サンド・アライアンス）”を体現する味わいとなっています。 

これまで万博会場でのみ提供されてきましたが、このたび8月14日から２週間の期間限定でとっとり・おかやま新

橋館で「鳥取・ヨルダン砂同盟フェア」が開催され、首都圏でも提供されることとなりました。8月7日に同館でフェ

ア開催の発表会を取り行い、当日はメディアの皆様への試飲・試食を用意させていただくほか、砂を使った焙煎の様

子もご取材いただけます。 

 

ご多用のところ恐れ入りますが、ぜひご取材をご検討いただけますと幸いです。 

  

本情報は 2025 年 8 月 7 日（木）14：30 解禁です。 

情報解禁前の報道はお控えいただくようお願いいたします。 

→解禁付ではなくなりました。 



 

「鳥取・ヨルダン砂同盟フェア」発表会発表会概要 

（１）日時  8 月 7 日（木）14:30～15:00（受付 14：00～）   

（２）会場  とっとり・おかやま新橋館 2F 催事スペース 

（東京都港区新橋 1-11-7 新橋センタープレイス） 

（３）出席者 鳥取県平井知事、ヨルダン館シファ政府代表代行ほかヨルダン館関係者 

ぎんりんグループ 代表取締役 村上亜由美、オーナー 村上 和良ほか開発担当者 

 

（４）内容 
 ①鳥取・ヨルダン砂同盟フェア開催の発表 

   ②ヨルダン館、シファ政府代表代行あいさつ 

   ③すなば珈琲より商品説明、焙煎実演、試飲・試食 

   ④記念撮影 

   ⑤ぶら下がり 

 

 

（参考） 
・「SAND ALLIANCE COFFEE（サンド・アライアンス珈琲）」 

＜商品特徴＞ 
ヨルダン館から送られてきたヨルダンの赤い砂を使って焙煎した豆と鳥取砂丘の砂で焙煎した豆を絶妙の割合でブ 
レンドし、サンド・アライアンスを表現。ヨルダンの赤い砂で焙煎したコーヒー豆は、鳥取砂丘の砂より焙煎時間 
を短くすることで香ばしさを引き出しており、砂の色が移りやや赤色に染まります。 

<商品開発> 
ぎんりんグループ 

・設立：1999 年（平成 11 年） 
・事業内容：鳥取県内を中心とした飲食店の経営 
・運営店舗：「ぎんりん」「海陽亭」「すなば珈琲」「村上水産」 
・すなば珈琲：全 11 店舗（県内 10 店舗、県外１店舗（陸前高田市）） 
・お土産品としてチョコクランチやコーヒークリムサンドなども販売 
 
・「SAND ALLIANCE COFFEE 羊羹（サンド・アライアンス珈琲羊羹）」 
＜商品特徴＞ 

上記コーヒーを練りこんだ羊羹で、コーヒーの風味と旨味が強く残り、上品な甘さに仕上がっています。当日は、 
砂丘をイメージした「きな粉」と、アラブではコーヒーと相性が良いとれるスパイシーな香りの「カルダモン」が
トッピングされます。 

＜商品開発＞ 

有限会社京屋菓舗（きょうやかほ） 

・創業：昭和 8 年 

・従業員 10 名 

・概要：京都で修業してきた初代が創業し、和三盆（わさんぼん）と玄米粉と梅エ

キスを加えた落雁「砂丘の風紋」などで多くの茶道愛好家に親しまれてきた。現

在のイチ押し商品は、「砂丘を食べよう」のコンセプトで作られた、砂を食べて

いるかのような食感の新感覚の和スイーツ「砂 CUBE」。 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以下項目にご記入の上、8月6日（水）17：00までに専用フォームにてご返信をお願いいたします。 

 

▼お申し込みフォーム 
URL：https://forms.gle/prtZi64njXCJycxPA 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【注意事項】 

・写真・映像の使用に関して、本イベントの報道目的以外での使用、また、二次使用(複写・転載)はご遠慮下さい。 
※会場内へのご案内はムービー・スチールともに会場先着順とさせていただきます。 
なお当日の状況により、受付開始時刻より前に整理券の配布を開始する可能性がございます。 

・進行の都合上、予告無く当日のスケジュール・内容を変更させていただく可能性がございます。 
・会場キャパシティーの都合上、お申込期日前であっても受付を締め切らせていただく可能性があります。 
・報道関係者用の駐車場はご用意がございません。各自で近隣の駐車場をご利用ください。 

※個別取材については、別途 PR 事務局まで事前にご相談ください。 

【ご取材案内】 
万博で生まれた“砂”の友好同盟「サンド・アライアンス」を契機に 

両国の“砂”を使ったコラボ珈琲が東京・新橋に初上陸 

万博会場でも大好評の味をいち早く新橋で提供開始  

「鳥取・ヨルダン砂同盟フェア」発表会 
日時：2025（令和 7）年 8 月 7 日（木）14：30～15：00（受付 14:00～） 

場所：とっとり・おかやま新橋館 2F 催事 

<本お披露目会に関するお問い合わせ先> 

鳥取県 PR 事務局 担当：丹羽(携帯 050-5235-2746)・島本・矢島 

TEL: 03-5572-6071 FAX: 03-5572-6075 Mail: tottori2024@vectorinc.co.jp 


